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研究内容 

従来技術・ 

競合技術と

の優位性 

包帯、サージカルテープ、貼付剤等の肌に直接触れる医療用品は、使用時の風合いや蒸れ感が問題とな

っている。本技術はこれらを改善し、快適な使用感を有する医療用品を提供することができる。 

新規貼り合わせ技術の開発により、ナノファイバーとニットを、互いの利点を損なうことなく複合化する

ことに成功した。 

エレクトロスピニング方式によるナノファイバ

ーシートは、極薄でありながら高い透湿防水能を

有している。しかし、生産性が悪く、強度も低いと

いう欠点があることから、医療分野での実用化は

限定的であった。 

富山県工業技術センターでは、マルチノズル式

エレクトロスピニング装置を導入し、高い透湿防

水効果と伸縮性、生産性を合わせ持つナノファイ

バーシートを開発した。 

この技術を用いて、生産性の高いマルチノズル

式でのエレクトロスピニング紡糸技術を確立し、

強化効果のあるセルロースナノファイバーを複合

化することにより、従来にない薄さと、着け心地

を持った医療用材料を開発することを目的とす

る。 

本開発では、肌に直接触れる、サージカルテー

プ、医療用包帯、貼付剤等への展開を目標とする。

そのため、医療用途に用いられる従来品の理想と

されている数値をクリアすることを前提とする。 

マルチノズル式のエレクトロスピニング紡糸装置
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実用化 

活用例 

・新規貼り合わせ技術による実用化への取り組み

共同研究に

ついて 

現在、医薬品メーカーと医療用極薄貼付剤の実用化を目指して共同研究を協議している。 

年度内には共同研究を実施する予定。 

 他、ナノファイバーシートや複合シートのサンプル提供を積極的に行っており、一般資材メーカーや繊

維加工業者などへの要望に応えながら品質向上、量産化技術の向上を図っている。 

関連特許 

(特許名称・

出願番号等) 

・複合基布及びその製造方法

平成 28 年 6 月 15 日 特願 2016-118608

その他 

・エレクトロスピニング方式によるナノファイバーとは

エレクトロスピニングとは、高電圧を印加す

ることで樹脂表面に蓄積される電荷の反発によ

って紡糸を行う方法です。エレクトロスピニン

グ装置で作製されるナノファイバーは、直径が

数十～数百ナノメートルの繊維です。この細さ

は、従来のマイクロファイバーと比較しても高

摩擦力、高表面積であり、また、高い透湿性や防

水性を有しています。主にポリウレタン（PU）

や、ポリビニルアルコール（PVA）などが材料

として用いられます。

これらの特徴は、不織布状に紡糸されたファ

イバーと 10 ミクロン以下の細かな空隙によっ

て生み出されます。 

セルロースナノファイバー(CNF)と樹脂ナノ

ファイバーを複合化することで、単体ではどう

しても弱くなってしまうナノファイバーの裂け

強度を補強できないか、研究を進めています。 
エレクトロスピニング方式による

ナノファイバー紡糸方法




